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夏 目漱石 『坊っちゃん』の文字表記 と語種
　　 カタカナの使用法をめぐって　　　その1







　　　 2.語種 と、表記の字種との関係1一 外来語の、表記の字種
以下、3.語種と、表記の字種 との関係2　　和語の、表記の字種、　 4.「笑い」について、　 5.漱石の表記態度、
6.おわりに　 となる予定である。今回の 「その1」 では、「2.語種 と、表記の字種との関係1」 までとする。
　 『坊っちゃん』につかわれている、カタカナ表記語の用例は、延べで336語、異なりでは57語であった。「シャツ」
がもっとも用例数が多 く170例と、全体の約半数であった。これは坊っちゃんの敵役 「赤シャツ」の存在によ
る。57語を分類すると、「外来語固有名詞」が 「マ ドンナ、ターナー」など7語、「外来語普通名詞」が 「シャ
ツ、ハイカラ、パイプ、ランプ、ウイッチ、テーブル」など27語、「和語」の 「生き物」が 「バッタ、ゴルキ、






　現代 日本語 の表記 について、成 田 ・榊 原(2004)で、現在 の表記規則に よる(い わば タテマエ
の)「表記原則」 と、実際 に話者が もつ と思 われ る 「表記戦略」 につい ての仮説 を提示 した。「表
記原則」 は、次 のよ うな ものである。
　　 〈現代 日本語 の表記原則 〉
　　　　 規則1:漢 語 は 「漢字」で書 け。

















　本稿 では、明治期以降の 日本語資料において、カタ力ナの占める位置は、 どのようなものか、






　　　　2.語種 と、表記の字種 との関係1一 外来語の、表記の字種




今回の 「その1」 では、「2.語種 と、表記の字種 との関係1」 までとする。
　夏 目漱石の 「坊っちゃん』は、漱石の初期の代表作であるばかりでなく、今で も広 く読まれて
おり、日本の文学作品の代表作のひとつである。1906(明治39)年に雑誌 『ホ トトギス』に発
表され、翌年単行本 『鶉籠』に収録されて発行された。
　 底本 には、 電子化 された もの として、青 空文庫(http://www.aozora.gr.jp/)の『坊 っちゃん』
を用 いた(入 力:真 先 芳秋、校正:柳 沢 成雄、1999年9月13日公 開、2004年2月27日修正)。
その底本 は、「ち くま 日本文学全集　 夏 目漱石」筑摩書房1992(平成4)年1月20日 第1刷 発行、
底本 の親本 は、「夏 目漱石全集2」 ち くま文庫、筑摩書房1987(昭和62)年10、月27日 第1刷 発行、
となっている。以下の本文中 にしめす例文 は、 この青空文庫 版 による。つかわれている記号 につ
いては、《 》:ルビ、(例)坊 《ぼ》 っちゃん、1:ルビの付 く文字列 の始 ま りを特定す る記号、(例)
夕方1折 戸 《お りど》の蔭 《かげ》 に、[#]:入力者注　主 に外字 の説 明や、傍点の位置の指定、
(例)お くれんかな[#「 お くれ んか な」 に傍点]、 となってい る。
　 また、本文 中に示す例文 の所在 は、例 文の後に漢数字で 『坊 っち ゃん』 の章を しめ し、さらに、
参照 した、岩波文庫版 『坊 っち ゃん』1929(昭和4)年7月5日 発行、1939(昭和14)年11月
1日第18刷 発行、のペ ージ数、直筆原稿 の原稿 番号(漱 石 自身がつけた丁付 け。夏 目漱石2007『直
筆で読む 「坊 っちゃん」』集英社 に よる)、青 空文庫 をもとに した、「ニ ンテ ン ドーDS」の ソフ ト「DS
文学全 集」所収 の 「坊 っち ゃん』 のペ ージ数、 を併記 して しめす。以上 の3文 献 につ いては、そ
れぞれ、「岩波 」「直筆 」「DS」と略記す る。 漱石が用 いた原稿 用紙 は、松屋製 の、24字 ×12行
を中央 の折 りしろをは さんで左右 に配 した もので、一枚が288字 ×2の576字 詰めである。 『坊 っ
ち ゃん』 は149枚なので、85,000字ほ どになる。
　 なお、 「名 は体 をあ らわす」 とい うことで、本稿 では、文字体系 としての 「かたかな」 は、 「カ
タカナ」、 と 「カタカナ」で表記 している。
1.『坊 っちゃん』のカ タカナ表記語　　 　 　　 　　 　 ・
1.1.用 例数か らみたカ タカナ表記語のあ りかた
　 『坊 っち ゃん』 につかわれている、カタカナ表記 されてい る語(厳 密 にい えば、後述す るように、
接辞、 あるい は語の一部 もふ くまれ るが、便宜上 「語」 と してお く)の 用例は、延べ で336語で
あった。異 な りで は57語であ り、うち1例 のみの ものが32語 であった。2例 以上 の25語 を表1、
1例のみの32語 を表2に しめす。便宜上、表2を 先 に、表1を 後 にあげる。
　表1に み られ るように、「シャツ」が もっとも用例数が多 く170例と、全体の約半数 をしめ る。
い うまで もな く、これは坊 っちゃんの敵役 「赤 シ ャツ」の存在 による。前に 「赤」のつか ない 「シャ
ツ」 は、次の例文(1)の2例 のみであ るが、 これ も赤 シャツにかか わる部分である。
　　 (1)「あの赤 シャツがですか。 ひどい奴 《やつ》だ。 どうもあの シャツはただのシ ャツ
　　　 じゃない と思 ってた。 それか ら?」　 　 七 　「岩波」81「直筆」80「DS」472
　第二位 が 「マ ドンナ」 で、用 例数 は29。これ も、言 わず と知 れ た登場 人物 のあだ名 であ る。
聖母マ リア を意味す るイ タリア語 に由来 する。あ だ名 つ きの主要登 場人物 の うち、「赤 シャツ」
と 「マ ドンナ」 とだけが表記 にカタカナをふ くみ、「山嵐」「野 だ(い こ)」「狸 」「う らな り」な
どは、 カタカナ をふ くまない。第三位が 「バ ッタ」。語源 は よ くわか らないが和語で ある と考 え
られる。宿 直時の 「そ りゃ、 イナゴぞな、 もし」 の一件 の ところに集 中 してい る。
　次の 「ヶ」は、「1ヶ月」 な どの 「ヶ」であ る。漢字 「箇 」の竹 かんむ りの一部 に由来 し、 カタ
カナではないけれ ども、 日本語母語話者 の多 くはカ タカナ と認識 している と思 われ るので、 カタ
カナ表記例 として とりあげた。2例 あった 「カ」も、「岩波」「直筆」では 「ヶ」であったので、「ヶ」
が11例 と考 えたほうが よい。
　以下は10例 未満で、「ゴルキ」「ハ イカラ」 「パイプ」「ターナー」 とつづ く。「ゴルキ」 は、釣
りの場面で登場する魚 の名称 である。「岩波」 の小宮豊隆 の解説 によると、「松 山の近海 で釣 れる
の はギ ゾで、 ゴルキではない さうである。ギゾーは フランスの文明史家 で、ゴー リキーはロシヤ








　師にゴルキだか車力 《しゃりき》だか見当がつ くものか、少 しは遠慮 《えんりょ》するが
いい。云 《い》うならフランクリンの自伝だとかプッシング、ツー、ゼ、フロントだとか、
おれでも知ってる名を使うがいい。赤シャツは時々帝国文学とかいう真赤 《まっか》な雑




　表1と 表2と を合 わせ て、57語をおお ざっぱ に分類 して み る。「ゴルキ」「ペ テ ン」 な どは、
語源 はよ くわか らないが和語 と してお く。分類 してみ ると、少な くとも、明 らか な漢語 はひ とつ
もない ことが わか った。
　　〈 カタカナ表記語 の分類 〉
　　　外来語 固有名詞　マ ドンナ、 ターナー、 クロパ トキン、 ダー ク(「ダー ク一座」)、「プ ッシ
　　　　　　 　　　　　 ング、 ツー、ゼ、 フロ ン ト」、 フランクリン、 ラフハエル　 　 (7語)
　　　外来語普通名詞　 シャツ、ハ イカラ、パイプ、ラ ンプ、ウイ ッチ、テーブル、ズ ック、ダー
　　　　　　 　　　　　ス、ダイヤモ ンド、ナイ フ、ハ ンケチ、ケ ツ ト、コス メチ ツク、ステ ツキ、
　　　　　　 　　　　　ズボ ン、 セ ピヤ、 ニ ッケル、 ヴ ァイオ リン、 プラ ッ トフ オーム、 フラ ン
　　　　　　 　　　　　ネル、 フロ ック、 フロ ック コー ト、ベ ンチ、 ポ ッケ ッ ト、 ホテル、マ ッ
　　　　　　 　　　　　チ、 リボ ン　 　 　(27語)
　　　和語 生 き物 　 　バ ッタ、 ゴルキ、イナ ゴ、 モモ ンガー　 　 　(4語)


















なかろうか。なお、「一ヶ月」の 「ヶ」 もふ くめて、このような補助的な役割のカタカナは、「直
筆」では、原稿用紙の、前後の二文字がそれぞれかかれた二つの枡 目の間に、小 さくかかれてい




　　　　　書き癖 は、漢字の字体や仮名にも認められるし、書 き損 じは、例 をあげればきりがな
　　　　　い。たとえば赤シャツは、大抵 「赤シやツ」と書かれる。漱石はどうもカタカナの 「ヤ」
　　　　　が苦手と見 える。「ダイやモ ンド」(41左1)と書いた り、「セピや色」(57右10)と
　　　　　書いて澄 ましている。　　　　 秋山(2007)p46　ゴシック数字は原稿番号
という指摘がある。実際、赤 シャツはすべて 「赤シやツ」であったし、「ダイやモンド」「セピや
色」 も指摘のとおりである。ただし、「早ヤ目」の 「ヤ」は、小 さいけれどもカタカナにみえた。
直筆原稿で唯一のカタカナの 「ヤ」 ということになる。
2.語 種 と、表記の字種 との関係1-一 外来語の、表記の字種
2.1.　もっぱら漢字表記されている外来語について
　上記のようなカタカナ表記語の例をみると、「外来語はカタカナでか く」 という方針があるか






浮世床(1813-23)初・下】 という表記例があ り、江戸末にはかなり広 くつかわれていたであ
ろう。「露」は、もちろん 「露西亜」の頭の字をとったものであ り、ここでは 「日露戦争」とし
てつかわれている。「硝子」は、『日本国語大辞典第二版』(小学館)に よれば、最初は 「ビー ドロ」
にあてたもので、18世紀には 「ガラス」にあてた表記例がある。「ページ」の 「頁」という漢字
表記は、 『日本国語大辞典第二版』(小学館)で は、 『坊っちゃん』の例がもっとも古いものとし
てあげられている。 しか し、「直筆」でふ りがながつけられていない。
　　 (3)実は新聞を見るのも退儀 《たいぎ》なんだが、男がこれ しきの事に閉口 《へこ》たれて
　　　仕様があるものかと無理に腹這 《はらば》いになって、寝 《ね》なが ら、二頁を開けてみ
　　　ると驚 《おど》ろいた。昨日の喧嘩がちゃんと出ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十一　「岩波」135「直筆」132「DS」777
「直筆」では、「閉口」に 「へ こ」、「開」に 「あ」、「昨日」に 「きのう」 と、前後で親切なふ りが









　　 (4)挨拶をしたうちに教頭のなにがしと云 うのが居た。これは文学士だそうだ。文学士 と云
　　　 えば大学の卒業生だからえらい人なんだろう。妙 《みょう》に女のような優 しい声を出す
　　　 人だった。もっとも驚いたのはこの暑いのにフランネルの襯衣 《しゃつ》を着ている。い
　　　 くらか薄 《うす》い地には相違 《そうい》な くっても暑いには極ってる。文学士だけにご
　　　 苦労千万な服装 《な り》をしたもんだ。しかもそれが赤シャツだから人を馬鹿 《ばか》に
　　　 している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「岩波」20「直筆」19「DS」107-108
意味がわかりやす くなるように、「しゃつ」に 「襯衣」 と 「ふ り漢字」をつけた、と考えるとわ
か りやすい。この記述以後は、 もっぱらカタカナ表記の 「シャツ」となる。
「手巾」は、次のようにつかわれている。
　　 (5)おれは、 じれったくなったか ら、一番大いに弁 じてやろうと思って、半分尻をあげかけ
　　　たら、赤シャツが何か云い出したから、やめにした。見るとパイプをしまって、縞 《しま》
　　　のある絹ハ ンケチで顔をふ きなが ら、何か云っている。あの手巾 《はんけち》はきっとマ
　　　 ドンナか ら巻 き上げたに相違 《そうい》ない。　 六　「岩波」69「直筆」68「DS」400-401
「絹ハンケチ」 というカタカナ表記のす ぐあとに、「手巾」と漢字表記 し、「はんけち」とふ りが
なをつけているのである。
　「洋燈」の2例 は、次の部分にある。
　　(6)「今九時十二分ばか りだ」と帯の間か らニッケル製の時計を出して見ながら云ったが 「お
　　　い洋燈 《らんぷ》を消せ、障子へ二つ坊主頭が写ってはおかしい。狐 《きつね》はす ぐ疑
　　　 ぐるから」
　　　　おれは一貫張 《いっかんば り》の机の上にあった置き洋燈 《らんぷ》をふっと吹きけし
　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十一　「岩波」146「直筆」142「DS」837
　以上の3語 「襯衣」「手巾」「洋燈」は、ふりがながなければ音読みで 「シンイ」「シュキン」「ヨ





とよませるために、原稿を書 きつつだったか推敲の段階で書 き加えたかはいざ知らず、ふ りがな
をつけたわけである。
　「毛布」は、次の3例 である。カタカナ表記の 「ケット」1例 とともにしめす。
　　(7)くれてから二時間ばかりは小使を宿直部屋へ呼んで話をしたが、それも飽 《あ》きなか
　　　ら、寝 られないまでも床 《とこ》へはいろうと思って、寝巻に着換 《きが》えて、蚊帳 《か
　　　や》を捲 《ま》 くって、赤い毛布 《けっと》を跳 《は》ねのけて、とんと尻持 《しりもち》
　　　を突 《つ》いて、仰向 《あおむ》けになった。　　 四　「岩波」36「直筆」35「DS」205
　　(8)ああ愉快だと足をうんと延ばすと、何だか両足へ飛び付いた。ざらざらして蚤 《のみ》
　　　のようでもないからこいつあと驚 《おど》ろいて、足を二三度 「毛布 《けっと》の中で振
　　　《ふ》ってみた。　　　　　　　　　　　　　　　 四　「岩波」37「直筆」36「DS」209
　　(9)早速 《さっそく》起 き上 《あが》って、毛布 《けっと》をぱっと後ろへ抛 《ほう》ると、
　　　蒲団の中から、バ ッタが五六十飛び出した。　　　　 四　「岩波」37「直筆」36「DS」210









『坊っちゃん』の舞台 となった年代 としては、「毛布」の3例 を 「ケット」とよむのがふさわしい
のかもしれない。「岩波」は 「けっと」 というひらがなのふ りがなをつけている。 しか し、『坊っ
ちゃん』が執筆された1906(明治39)年3月は、すでに 「明治末」であるか ら、「モウフ」 とい
う漢字音のよみかたも広 まりつつあったに違いない。「襯衣」「手巾」「洋燈」に 「しゃつ」「はん
けち」「らんぷ」 とふ りがなをつけた、漱石の行動か ら考えると、ふ りがなをつけなかったのは、




　　 (11)隣《とな》 りの体操 《たいそう》教師は黒ずぼん[#「 ずぼん」に傍点]で 、ちゃん
　　　とか しこまっている。 　 　 　 　 　 　 九 「岩波」ll3「直筆」110「DS」647
　　 (12)うらなり君がおれの前へ来て、一つ頂戴致しましょうと袴のひだを正 して申し込まれ
　　　たか ら、おれも窮屈にズボンのままか しこまって、一 盃 《ぱい》差 し上げた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 九　「岩波」115「直筆」113「DS」664
青空文庫でも 「岩波」で も、ひらがな表記に傍点をそえているのは、外来語なので本来はカタカ
ナ表記だと編集者が感 じたか らであろう。すこし後に、カタカナ表記の 「ズボン」が出て くるの
で不統一だ と感 じられたのか もしれない。『日本国語大辞典第二版』(小学館)の 「ずぼん」の項
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